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シンボルマークの由来
日本列島を抽象化し、赤の箇所が千葉県を指しています。

デザイン：元会長　荻原 幸雄
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設計：
株式会社OOOarchitecture
一級建築士事務所
敷地：千葉市緑区
竣工：2024年3月
構造：木造平屋建て
延床面積：498.70㎡

高低差のある敷地をレベルで
捉 え る の で は な く 、あ え て
空間に段差をつけた平面計
画 を し た 。発 達 障 害 を も つ
子ども達に遊びの中で、感性
を育む空間構成に挑んだ設
計者の挑戦が感じ取れる施
設である。

表紙について

Photo：橋本 修一

社会福祉法人創英社
Bring up みどり
子ども発達センター

設計事務所パンフレットより
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公益社団法人 千葉県建築士事務所協会　副会長のご挨拶

のたび、千葉県建築士事務所協会の副会長を拝命い
たしました習志野支部 藤原満でございます。歴史あ

る本協会において、このような重責を担わせていただくこと
に、身の引き締まる思いでございます。まずは、日頃より協会
活動を支えてくださる会員の皆さま、そして地域の建築行政
や関係団体の皆さまに、心より御礼申し上げます。
本協会は、本年で創立50周年という大きな節目を迎えます。
半世紀にわたり、建築士事務所の健全な発展と、地域社会
の安全・安心に寄与してきた先輩達のご努力に、改めて深い
敬意を表します。高度経済成長期から現在に至るまで、社会
の価値観や建築を取り巻く環境は大きく変化してきましたが、
その中で協会が一貫して果たしてきた使命は、建築の専門家
としての倫理と技術を守り、次世代へ継承することであった
と感じております。
50周年は、過去を振り返るだけでなく、未来への新たな

一歩を踏み出す機会でもあります。人口減少、老朽化建築物
の増加、災害対策、カーボンニュートラルへの対応など、私たち
が向き合う課題は多岐にわたります。しかし、これらは同時に、
建築士事務所の社会的役割をより明確にし、専門性を発揮
する好機でもあります。
副会長として、会員の皆さまが安心して業務に取り組める
環境づくり、若手技術者の育成、行政との連携強化に努め、
協会のさらなる発展に微力ながら尽力してまいります。創立50
周年を新たな出発点として、皆さまと共に歩みを進められる
ことを心より楽しみにしております。
なお、本年からは50周年記念事業の実施にも取り組んで
おります。そして来年の2月2日記念式典も予定しております。
今迄の先輩方の尽力に感謝をし、次世代を担う若い方々にも
楽しめる企画を考えておりますので、記念事業、記念式典へ
の多くの参加を楽しみにお待ちしております。是非一緒に楽
しい会といたしましょう。

副会長　藤原 満

こ 年6月3日の通常総会において副会長に就任しました
松戸支部の有限会社青山建築設計取締役青山貴仁

です。
祖父、父の青山靖から事務所を継承し12年、三代目として
様 な々経験をさせていただきました。それは祖父から父、父か
ら私の親子三代の教えであり、また、組織や人を見て学び、
会議や日常での会話などでご意見を聞いたことです。
この程度の経験値でおこがましく、私自身能力が低い上、
まだまだ未熟者ではありますが、会を運営する執行部に加わ
ることになりました。現執行部の方々の中では一番若く、青年
委員長も兼任しております。
どの業界も若い会員や入会者が少なく会員数が減少して
いますが、地道な活動で信頼を得ることで賛同者を増やし、
入会に結びつけられれば良いと思いますが簡単にはいかない
のが辛い所です。
また青年委員会の活動もできていないのが現状ですが、
これまでNEXT（関東甲信越ブロック青年協議会）や全国大
会青年話創会などで培ってきた人脈や情報を生かして、少し
ずつ活動を前進しなければなりません。
他都県の単位会を見渡しますと私と同年代の方が副会長
になられている所もあり、遠慮なくすぐにお互いを理解するこ
とができ助かる反面、自分の不甲斐なさも見えてくるので、
日々頑張らなければと思う次第です。
今年度千葉会は協会設立50周年を迎えます。
先人たちが築き上げた歴史を引き継ぎ、次世代へ繋ぐ役割
があることを自覚して、業務団体としての役割、理想を追求し
て魅力のある会になるように全会員で頑張っていきましょう！
そのためには私が得意とする行動をすることだけではなく、
考えることの重要性を認識して、副会長という立場であること
を常に意識することと考えます。
今後は微力ではありますが千葉会に尽力して参りますので
会員の皆様宜しくお願い致します。

副会長　青山 貴仁

昨
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令和8年 新春賀詞交歓会 令和8年1月29日（木）
京成ホテルミラマーレ
6階ローズルーム

報告者：広報委員会　橋本 修一

令和8年1月29日（木）京成ホテルミラマーレ 6階ローズルーム
に於いて、新春賀詞交歓会が開催されました。今年の賀詞交歓
会では、多数の来賓や会員の皆様の参加がありました。大木建雄
副会長の開会の言葉で、今年の賀詞交歓会が、始まりました。

主催者挨拶
井桁正昭会長が挨拶をされました。まず最初に来賓の皆様や

賀詞交歓会の開催に尽力された担当委員の皆さんや出席された
会員各位の皆様に謝辞を述べられました。さらに来年2月には、

（公社）千葉県建築士事務所協会の50周年にあたり、記念式典を
計画しており、準備は着々と進んでいる旨報告すると共に皆さん
に出席されますようにお願いして、新年の挨拶とされました。

今回の出席者は、正会員：40名  賛助会員：27名  来賓：31名
報道関係：5名となっています。

来賓挨拶
その後、前衆議院議員 田島要様同じく奥野総一郎様、千葉

県県土整備部 次長 白壁慶積様、（一社）日本建築士事務所協
会連合会 専務理事 脇山芳和様、賛助会員会長アクト合同会
社 代表 栁井建夫様に祝辞を頂きました。

表彰受賞者披露
（一社）日本建築士事務所協会連合会 令和7年度年次功労

者表彰を受賞された、山田淳一様に井桁会長より賞状が手渡
されました。

田島 要様 奥野 総一郎様 白壁 慶積様

脇山 芳和様 栁井 建夫様 受賞者  山田 淳一様

会場の様子

大木 建雄副会長

井桁 正昭会長



04

千葉県建築設計関連6団体代表挨拶・乾杯
乾杯の発声は、（一社）千葉県建築士会 会長の久富清敏様によって、

行われました。

歓談会場の様子　皆様のご多幸とご健康をお祈りいたします。

浅草レビューショーと賛助会の新年の挨拶
今年も浅草レビューショーが行われました。いつにも増して熱のこもったパフォーマンスでした。又賛助会の皆さんには、新年の挨拶と

各メーカーの商品説明がありました。

閉会のことばとみなさんでお見送り
 藤原満副会長の閉会の言葉で締めくくり

ました。最後は、執行部及び総務委員の皆さん
とお見送りです。お疲れ様でした。また来年
お会いしましょう。

久富 清敏様
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32千葉県建築文化賞第32回 令和7年度

入賞の結果を千葉県ホームページよりご紹介します。当会は後援しました。千葉県建築文化検討会会議委員長の総評は原文のままご紹介します。
各作品の詳しい内容は千葉県のホームページでご覧ください。

主催:千葉県　共催:一般社団法人千葉県建築士会
後援:（公社）千葉県建築士事務所協会、（公社）日本建築家協会関東甲信越支部千葉地域会、（一社）日本建築構造技術者協会関東甲信越支部JSCA千葉
　  （一社）千葉県設備設計事務所協会、（一社）日本建築学会関東支部千葉支所

一般建築物の部

総評
千葉県建築文化賞検討会議委員長　岡部 明子
今年度は、一部の例外を除いて比較的規模の小さい建物の応募が多く、社会状況の変化を受けてスキマ的必要性を埋める建築
的試みが目立った。建築物として質の高い物的環境を創出することに貢献できているところのみならず、建築プログラムとして
今後の発展性が見込める点も十分に考慮し慎重に議論した。

建築主：学校法人廣池学園
設　計：KAJIMA DESIGN
　　　  有限会社 上野・藤井建築研究所
　　　  一般社団法人 キャンパスとまち計画研究所
施　工：鹿島建設株式会社 東京建築支店
所在地：柏市光ヶ丘2-1-1

優秀賞

～出会いと学びが交差する新たな共創の空間～

麗澤大学 校舎さつき

優秀賞の「麗澤大学 校舎さつき」は、文系の学部からなる
大学だったところに工学部が新設されたのに対応して建てら
れた新校舎である。建設コスト高騰の影響を受けながらも、
環境面、構造・構法面で新技術を積極的に取り入れ、心地よ
い空間を創出している。本校舎新設にともない行われたラン
ドスケープの改変により、キャンパス内の人の流れを大きく
変え、さまざまな学部の学生が思い思いに過ごす屋内外の
場の創出に成功している。

応募48点から8点を表彰

３方向に
アクティ
ビティが
開く木質空
間・大教室

キャンパスの主動線
へ生まれ変わった
「新たな顔」（撮影全て：石黒写真研究所 塩澤 貴弘） 

建築主：医療法人社団惠心会
設　計：株式会社千田建築設計
施　工：株式会社末吉林業
所在地：船橋市三山8-1-2

優秀賞 ～暮らしに寄り添う地域医療の拠点～

三山の看・学・医 地域ケアコンプレックス

同じく優秀賞の「三山の看・学・医　地域ケアコンプレックス」では、個人医院の移転新築
を機に、従来の診療所機能を拡張し、２階には訪問看護ステーション、３階にはカンファレ
ンス兼休憩室を設けている。３階は、屋上テラスに開かれた開放的な部屋で、ケアに携わ
る地域の人たちの集まりにも使われているという。まちのお医者さんが地域ケアのハブに
発展していく姿を建築的に表現している。

元軍用道路の商店街の一角に「赤ちゃんから看取りまで」包括的に一次
医療を届ける地域医療拠点としての診療所の再整備

3階：打ち合わせ、
休憩所、医療関係
者が集まる勉強
会など様々に使
われる、コンプ
レックスを支え
るコモン

（撮影：Luuk Kramer fotografie）

（撮影：Luuk Kramer fotografie ）
1階：落ち着きあ
る真壁のインテ
リアがどこまで
も続く、家のよう
に安心感を感じ
させる医療空間
を目指した。

（撮影：千田 友己）

西側外観・おおらかなエントランス大庇・開かれた大教室
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住宅の部

建築主：秘匿
設　計：鈴木雅也建築設計事務所
施　工：有限会社タケワキ住宅建設
所在地：松戸市

最優秀賞

～自然と人の生活の結びつきで居場所をつくる～

仲井町の家

最優秀賞の「仲井町の家」は、母屋と離れで構成された設計者
の自邸である。ごく普通の規模の宅地の区画だが、南10mほど
の崖下に公園が広がっていることをうまく活かしている。北側
道路に面した小さな離れは、現在事務所として使われている
が、街に開いた集いの場になっていきそうな期待をもたせる。
一般に、より高い環境性能を求められるようになり、窓の少な
く外と絶縁した住宅が増える傾向にあるなか、外に開いて風を
通し、もっとも気持ちいい季節を満喫できる住宅を実現させて
いる。細部の端々まで施工の美しさが行き届いている。

入賞の「MICHIYA」は、駅前商店街がマンションに置き換わっていくなかで、
一軒の歴史ある商家を残そうという当事者の強い意志から、地域の人びとの
意識が変わりうる希望を見せてくれている。

（撮影全て：丹羽 修）

建築主：吉野 路子
設　計：株式会社NLデザイン設計室
施　工：有限会社竹内ホームテクノ
所在地：習志野市津田沼5-10-9

入賞

～街と人をつなぐ。
　商店街が生まれ変わるきっかけになる～

MICHIYA

室内の様子 改修後の様子・近景

北の間から中庭を介して中の間、南の間と公園の緑を眺める。

高台下の公園から外観を見る。
道路から母屋への
アプローチ。（撮影全て：鈴木 研一）

建築主：鹿内 健・鹿内 真沙子
設　計：Sデザインファーム株式会社
施　工：株式会社ニットー住宅
所在地：船橋市

優秀賞 ～「増やす豊かさ」と「減らす豊かさ」を謳歌する住宅～

増減の家 優秀賞の「増減の家」も設計者の自邸だが、ZEHに適合しながら、開口部を大き
くとり半屋外空間と一体となった居間での生活が、手の届くコストで不可能では
ないことを示している。ゆるやかなマウンドで神社の参道と隔てつつつなげるこ
とにも成功している。

室内から屋外を見る外観 内外が連続した外リビング（撮影全て：Yasu Kojima）

今回は、例年以上に今日の住環境のあり方について考えさせられる住宅が多かった。
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建築主：Ａ氏
設　計：株式会社和田吉貴建築事務所
施　工：株式会社ひらい
所在地：袖ケ浦市

優秀賞 ～紡ぎ伝えるものとして～ Yn/h

建築主：有限会社イセウ
設　計：Sデザインファーム株式会社
施　工：株式会社小原建設
所在地：松戸市緑ヶ丘2-350

入賞 ～既存ストック活用のあり方提案～

ReISEU 3 BLD.

南東外観エントランスホール

キッチン住戸の吹き抜け外観

（撮影全て：株式会社エフジー武蔵）

「Yn/h」は、先祖が植えた杉の木50本ほどを構造材から仕上げ材ま
でに無駄なく使い切っている。国産木材を建材として見直し産業化
する潮流にあって、伐採、運搬、乾燥、製材、そして家になるまで地域
で当たり前にあったしくみが消えていくことへの静かな警鐘である。

以上３つの住宅には、三者三様の環境への配慮が伺えた。
自然環境の循環から切り離して負荷を低減することなのか、それと
も逃れることのできない循環に人間のつくった建築を埋め込み直す
ことなのだろうか。

北面外観

（撮影全て：鳥村 鋼一）

入賞の「ReISEU 3 BLD.」は、全国各地で
持て余している築50年超のRC壁式共同
住宅の改修で、耐震性を上げるために床
スラブの一部を解体し出現したワイルドな
空間で新たな入居者を招く試みである。

建築主：Ｎ氏
設　計：株式会社高池葉子建築設計事務所
施　工：株式会社21世紀工務店
所在地：八千代市

入賞

～ニュータウンの環境に対峙する清 し々い住まい～ 床と光の家

（撮影全て：中村 絵）

「床と光の家」は、各階の床や居室の概念を一旦解いて一体的な空間に再構築することに
挑んでいる。

南西側から見る。周辺からの視線を考慮した高さに
連続水平窓・ポリカーボネート中空板を配置。

ダイニングからリビングを見る。素材の異なる開口部
からの光が時間の移ろいと共に、多様な居場所を生む。
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千葉県建築学生賞第38回

開催日時 会場

2026年3月7日（土）10：00～19：00（10：00～公開審査/17：30～表彰式）

3月8日（日）10：00～15：00（作品展示/12：00～ブラッシュアップ相互評価会）

イオンモール幕張新都心グランドモール3Ｆ「イオンホール」

〒261-8535 千葉県千葉市美浜区豊砂1-1
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千葉県建築士事務所協会、日本建築家協会（JIA）千
葉地域会、千葉県建築士会、日木建築学会関東支部千
葉支所の4団体が主催する卒業設計コンクール「千葉
県建築学生賞」は今年で38回を迎え、令和8年3月7日
（土）と8日（日）の2日間、幕張にあるイオンモール幕張
新都心GRAND MALL 3Fのイオンホールにて開催
され、県内にある大学の建築系12学科から19名・工業
高校から3名が選抜され出展しました。千葉にゆかりの
ある建築家を審査員として、またイタリアの建築家
Antonio Esposito氏を特別審査員として公開審査が
行われ、最優秀賞・千葉県知事賞・優秀賞・特別賞・
JSCA賞・なの花会賞、そしてより多くの方に来場者し
て頂き投票の結果により市民賞も選ばれました。その

中からJIAの全国卒業設計コンクールへも3作品選出
されました。時節の社会問題を反映した優秀な作品が
毎年出展されます。来年も同時期に開催予定ですので
まだ足を運んだことがない方も是非お越しいただき刺
激を受けていただければと思っています。
選出された3名が出展するJIA全国学生卒業設計
コンクールは6月27日（土）15:20-17:30に3次審査を
WEB配信を予定しています。

https://www.youtube.com/user/jiapr/live
こちらもご視聴お願いいたします。

千葉県建築学生賞協議会　田端 友康
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審査総評
磯野 智由

Chiba Architecture Graduate’s Prize 2026

審査委員長

今回の第38回学生賞では、7大学12学科に加え3校
の高校生作品がイオンモール幕張新都心イオンホール
にて展示され、公開審査が行われた。全19点の作品は
いずれも地域課題に真摯に向き合い、丁寧な調査を基
盤とした提案が多く、同じテーマを扱いながらも全く異
なる視座と方法論が並び立つ、非常に豊かな場となった。
自然災害や環境問題に対して土木と建築の境界を再
編するもの、自身の美学を極限まで研ぎ澄ませた造形
的提案、あるいは癒し・弔い・自己の再生といった時間
の質そのものを扱う作品など、学生たちの関心の広が
りと表現の成熟を強く感じた。
一次審査では二次審査へ進む8作品を選定したが、
評価は僅差が続き、特に最後の3作品を選ぶ場面では、
もはや1点の差では語れないほど拮抗していた。審査員
それぞれの評価軸の違いが結果を分けたが、いずれも
高い完成度を備えた優秀作であったことを強調したい。
最優秀賞に輝いた「都市から醸す」は、都市に小中規
模の醸造家がシェアするワイン醸造所を設けるという、
これまでにない都市型産業の構築を目指した提案であ
る。合理的な醸造システムと建築プログラムが緻密に
連動し、空間構成のまとめ方も極めて洗練されていた。
さらに、この「GINZA」を起点に各都市へ展開し、ワイ
ン産業全体の基盤を底上げするインフラとして捉えた
視点は、建築が産業の未来を支えるという力強いメッ
セージを持っていた。
これと対照的に、優秀賞の「風景を醸造する」は、
勝沼という土地のアイデンティティを深く読み解き、人・

ワイン・建築
が織りなす
“ フードス
ケープ”を創
出する提案
である。製
造の現場を
観光・宿泊
と連動させ、体験を通じて共感と愛着を育むプログラ
ムは秀逸であり、ブドウ畑の稜線に寄り添う建築の佇
まいも美しく、勝沼の風景そのものを建築として再解釈
していた。最優秀賞と最後まで競り合った力作である。
もう一つの優秀賞「燕、時を打つ」は、地域の歴史と

生業が街の形をつくるという視点から、衰退しつつある
街の再生を音と水路によって描いた提案である。街に
点在する空地を縫うように湾曲した動線が伸び、ギャラ
リー、体験工房、足湯、カフェなどが連続する構成は、歩
くほどに風景が変化する都市体験を生み出していた。
三次元に曲げられた屋根が空間に豊かな表情を与え、
場所ごとに異なる音や風景が燕市の未来を静かに照ら
していた。
受賞作に限らず、多くの作品が綿密な調査を基盤と
し、見る者を惹きつける提案であった。3Dプリンターや
AIの活用により調査・表現の質は確実に向上し、学生
たちは新たな建築の時代を生き抜くための技術と姿勢
を着実に身につけている。彼らが今後、建築界を牽引す
る存在へと成長していくことを心から期待したい。
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都市から醸す ー消費の街に根を張るワイン産業ー 新海 昴 日本大学 生産工学部 建築工学科 　最優秀賞・知事賞・特別審査員賞・JIA出展

優秀賞・JIA出展優秀賞・JIA出展
前後 知早弥 日本大学 生産工学部 建築工学科
燕、時を打つ

優秀賞・JIA出展優秀賞・JIA出展
平尾 可威 千葉工業大学 創造工学部 建築学科
風景を醸造する ～勝沼におけるフードスケープ～

特別賞・名誉会長賞特別賞・名誉会長賞
川島 悠生 東京理科大学 創域理工学部 建築学科
下北沢を纏う。 建築が服を着る時

特別賞特別賞
宮本 澪 千葉大学 工学部 総合工学科 建築学コース
森に日常が生える

特別賞特別賞
酒井 優 日本大学 理工学部 海洋建築工学科
水守りの曲輪 防御の段階を環境と奥行きの段階へ

JSCA千葉・構造デザイン特別賞JSCA千葉・構造デザイン特別賞
出口 穂乃佳 千葉大学 工学部 総合工学科 建築学コース
山麓壁群の依代
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「佐倉まち歩きツアー＋セミナー」に参加して
　広報委員会　石黒 俊行 

令和８年1月31日（土）景観まちづくり委員会が主催した「佐
倉まち歩きツアー＋セミナー」に参加しました。34名という多数
の参加者があり、私たち建築士事務所協会員が13名、一般の
参加者16名、行政5名でした。訪れた順に佐倉のまちの主な名
所をご紹介しましょう。

❶ 集合会場  佐倉市「夢咲くら館」�,���㎡

外観の大きな庇が目を引き、来館者を迎え入れてくれます。
（設計：（株）岡田新一設計事務所）

外観からは想像できないのですが、地階に約16万冊を収蔵
している広い図書館と子育て交流センター（合計2,138㎡）があり、
成人、児童、子育て等のコーナーがワンフロアに一体で配置さ
れており、使いやすい作りになっています。

2階の郷土資料コーナー「佐倉を学ぶフロア」648㎡には多く
の充実した郷土資料がありました。

❷ 市文化課と都市計画課によるセミナー
1階多目的室「ゆめさくらひろば」で佐倉市文化課の須賀様

から「城下町佐倉の町並みとその成り立ち」として江戸時代から
明治にかけての城下町として発展してきた歴史をレクチャーし
ていただきました。続いて都市計画課の野澤様から「新町らしい
景観まちづくりの取組み」として、景観形成重点区域として指定
された新町地区の景観形成の基準と景観アドバイザーによる景
観誘導制度やその成果の実例を紹介していただきました。

❸ まち歩き　さて、ここからがツアーです。
まずはバス２台に乗り込みました。

ａ）旧堀田邸
佐倉藩最後の藩主、堀田正倫（まさとも）の邸宅です。1890

（明治23）年に竣工。伝統的な和風の大邸宅で、和風様式の主
屋は５棟（玄関棟・座敷棟・居間棟・書斎棟・湯殿）で構成され、
門番所と土蔵を併せた７棟が2006（平成18）年に国の重要文化
財に指定されています。そして、庭園は国指定名勝となってい
ます。正倫はここを拠点に教育、産業の振興に尽力されました。
この屋敷は幕末映画の撮影にも使用されていたとのことです。

ｂ）ひよどり坂
低地から武家屋敷のあ

る台地まで、かつての侍が
通ったであろう美しい竹林
に囲まれた小径の坂を登
りました。
ｃ）武家屋敷

江戸時代に武士が居住
し、現代まで保存されてい
る3棟、旧河原家、旧但 馬
家 、旧 武 居 家を訪 れまし
た。まるで江戸時代にタイ
ムスリップしたかような歴史を感じさせる茅葺の住宅です。
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ｅ）佐倉市立美術館
1918（大正7）年に建て

られた旧川崎銀行佐倉支
店 （銀行建築を多く手が
けたことで知られる矢部
又吉設計）（県の指定有形
文化財）が時 代と共に公
民館、市立図書館、資料館
と用途を変えて、現在、美
術館のロビーに転用され
た洋風 建 築です。佐倉新
町の周辺の街並みの中で
ひときわ歴史の深さが感
じられ存在感があります。
佐 倉・房 総ゆかりの作家
作品を収蔵しています。　

❹ まち歩きを終えて
佐倉は低地と台地による地形の変化が豊かであり、まちは

太古から房総の中心地であり、歴史的な文化遺産が多く残っ
ており、しかも、その文化や街並みが現代にも引き継がれてい
ることがよく理解できました。そして、行政が街並みの保存、文
化の継承に力を入れていることがわかりました。

佐倉市各部署のご協力とご案内、そしてわかりやすい解説を
して下さった市のお三人に感謝します。

まち歩きの後は景観まちづくり委員会8名の皆さんとの懇親
会に参加しました。景観まちづくり委員会の皆さんは1年前か
ら準備を進めていたこと、武家屋敷通りの休憩所「侍の杜（さ
むらいのもり）」ではこの日のために障子戸に障子紙を張り替
えたことなどを聞き、多大な準備を進めてくださったことを知
り、感謝した次第です。充実した時を過ごさせていただき満足
した一日でした。そして、今後もこのようなまち歩きツアーがあ
ればぜひ参加したいと思います。

武士の身分による格式の差や公私別の空間構成、茅葺き屋
根の葺き替えや定期的なかまどの使用による燻蒸等の説明を
受けました。

そして、盛土をした土塁や生垣による特徴ある武家屋敷通り
から、「裏新町通り」方向へ歩きました。

ｄ）麻賀多神社（まかたじんじゃ）
佐倉市周辺に古来から18社鎮座している神社の１つです。江

戸時代に城地鎮護・佐倉藩総鎮守の神として代々の藩主・家臣
に崇敬されました。現在の社殿は1843年（天保14年）に、幕府
の老中首座を務めた藩主堀田正睦が新たに建て替えたもの
で、市の指定有形文化財です。

そして、ひときわ目を引いたのは本殿脇の現代風の新社務所
兼神輿倉です。1 階が鉄筋コンクリート造、2 階が木造の混構
造で、千葉県内最大級の大神輿や甲冑を展示するスペースも併
設されます。私たちが訪れた１月末時点では部分使用でした
が、５月末に竣工しました。コンクリート打ち放しの外壁と連続
する赤い「千本鳥居」が現代風にデザインされていました。
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幽玄のはざま／光と影に挑むデザイン

東海道本線（琵琶湖線）瀬田駅から山深い丘陵地帯に
信楽町がある。もちろん焼き物の産地として有名なのだ
が、こんな不便で奥まった場所にIMペイ （ルーブル美術
館のガラスのピラミッドで名を馳せた） 設計のMIHO
ミュージアムがある。古代ギリシャからオリエント・中東・
インド・日本に至る広範囲の作品を展示していることで有名
で、自然と人の心を旨とした宗教団体が「桃源郷」を意識し
て設立した美術館で、秀明公益財団が管理運営をしている。

その趣旨の通り辺境の地でありながら、自然の景観を損
なわないための配慮として、建物容積の8割を地下空間と
している。

まずはここが出発点。大きく円弧を描いた片持ちの大庇
が翼を広げた形の車寄せは、来場者を温かく出迎えてくれ
る雰囲気に満ちている。よくいらっしゃいましたと言われて
ほっとする。とにかくバスで1時間もかかったのだから。正面
の幟は傘のシルエットと共に、和のイメージで引き締める。

でもここからが古代美術探求の始まりなのだ。カートもあ
るが歩いたほうが美術館への距離を感じることができる。

広場のゲートから美術館までのアプローチが長い。トン
ネルと谷を越えないとたどり着かない。その流れを、ペイは
この世とあの世とをつなぐ架け橋にしようとしたのではな
いか。幽玄のはざまを見る思いがする。

トンネルの中は暗い。上向きのブラケット照明が壁面を
薄く照らす。別世界にいざなう仕掛けと考えると面白い工
夫だ。ほの暗さがまず心を緩める。これが地上と別れる結
界を醸している。歩いている人のシルエットを見てほしい。
まるで宇宙人のようではないか。

トンネルを抜けるといきなり谷だ。視界が開ける。宇宙人
から鳥にでもなった感覚。

建築ディテール見て歩き　　　　
型枠の技術・デザインがすごい
その2

03Vol.（公社）千葉県建築士事務所協会　顧問　田中 修一

シリーズ

MIHOミュージアム トンネルと橋
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橋を渡った先にある。長い階段が不似合いな気もする
が、佐倉の国立歴史民俗博物館や市原市役所も同様な造
りなので、例がないこともない。但しやや古風な雰囲気は
否めない。構造は軽いのだが、この美術館のイメージとし
てはどうも武骨い。しかしそう言うなかれ、なんと土木学会
デザイン賞を受けているのだ。

ガラス張りの屋根の内側に木製のルーバーを張り込ん
でいる。天井を通してルーバーのシルエットが、壁面や床に
投影される形が美しい。展示室は作品を保護するために自
然光を制御しなければならないが、通路やロビーは逆に思
い切って光にあふれた空間とするのが狙いなのだろう。

03 玄関ホール

建築設計の基本として、省エネを外すことはできない。
ゼロエネルギーの概念は大切だ。しかし、ともすると屋根
や外壁の断熱を重視するあまり、閉鎖的で建物をくるんで
しまおうとする弊害はないか。

そうではないと、この空間は示していることの意味を
よく汲み取ろう。天井のルーバー・テント、壁面開口部の
ルーバーが美しいシルエットを床に描くデザインを、手法
の一つとして知っておくべきである。

同様のデザインを一つ紹介しておく。スコットランド・
グラスゴーのパレル美術館である。

広大な庭園の中に佇む優雅な美術館として有名。個々
の特徴は、美術館内部の回廊をガラスのトップライトで覆
い、ルーバーやテントで遮光している。光のシルエットを追
い求め、様々なルーバーコントロールを工夫しているのが
印象的。スコットランドと言えば質実剛健で鳴らす地域で
あるが、このような優雅な一面も持ち合わせている。写真
はそのレストランである。

壁や床に投影されるルーバーのシルエットが、程よい光の
コントロール効果を見せている。ルーバー越しに庭の芝生
広場が目にやさしい。

内部回廊

パレル美術館　レストラン
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第　  回5 広報委員会
山田 淳一（君津支部）

もっと、交流の機会を生み出そう！ ｜ 新企画 ショールーム探訪 Visiting the showroom

木材プレカットはお任せください！
株式会社ひらい プレカット部 かずさ工場

今回私が訪問したのは、株式会社ひらいプレカット部の
君津市山滝野にあるかずさ工場です。取材をした日は1
月下旬の非常に肌寒い日でした。今回取材を担当して
いただいた営業課の齋藤さんは、普段は市原市で勤務
しているため工場に来る日は寒さが一段と低いことを
覚悟してくるそうです。

株式会社ひらいさんは市原市姉崎にあり、昭和30
（1955）年に木材流 通事業を開始したのち、昭和50
（1975）年3月に設立された会社で昭和55（1980）年に

プレカット事業が開始され現在のプレカット部に至っ
ています。

他の事業内容としては、中規模木造建築事業、小規模
木造建築事業、建築士事務所、木造流通事業、資材・建材・
住宅設備流通事業／運送事業、注文住宅・リフォーム・
リノベーション事業なども扱っています。

かずさ工場では、構造材はもちろんのこと、羽柄材・
床合板・野地合板の加工にも対応しているとのことで、
構造材のプレカットでは月産にして床面積で約4，000
坪分の生産能力があるそうです。また、各種金物工法

（プレセッター、プレセッターSU）の加工にも対応して
います。量産住宅を中心としたプレカットは日本製の汎
用型プレカット加工機のラインで生産しています。ま
た、加工の難しい斜め材・登り材の加工、ケラバカットに
対応するために横架材多種加工機（MPS－��）や様々
な3次元特殊加工に対応することの出来るドイツのフン
デガー社製加工機（K�i）を導入しています。最大長さ
��m×幅300mm×高さ1,250mmまでの大きさの部材
の加工が可能となり、これにより、大規模空間が必要と
なる体育館、店舗、集会場、工場、倉庫などの様々な公
共・商業施設の木造建築物の材料を加工することがで
きます。今後の耐火建築物等の木造化や中規模の非住
宅木造建築物へのプレカットの使用の需要の増加に期
待が持てます。

また、加工ラインの一角には常駐の職人が作業でき
るスペースがあります。プレカット機械（汎用型、特殊加
工型）には入らない大きな部材や形状、加工の難しい部
材はこのスペースにおいて職人が手で加工を行うそう
です。

工場はまず、横架材加工ラインがあり、そこから羽柄
材加工ライン、合板加工ライン、手加工ライン、柱材加
工ライン、特殊加工ラインと続きます。

工場を見学してまず思ったことは、工場内に配置され
ている人員が少ないと感じたところです。横架材の加工
機1台に3名、柱材（2台）、羽柄材（2台）、合板（2台）の加
工機に各1名の配置で計10名だそうです。非常に少ない
人数で前述の生産能力があるとことで、CAD／CAMの
制御システムにより、工程の自動化がなされていること
に驚きました。

また、取材当日は非常に寒く乾燥もしていましたが、
工場内に木材の切削くずもなく、集塵機能が優れてい
るとも感じました。むせることもなく、確認すると工場
内のダクトにより外部の施設へ回収されていました。　
切削くずや端材は再利用されるそうです。
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株式会社ひらい  プレカット部

：0436-63-5588　FAX：0436-63-1150
Mail：saito.y@hirai-gnet.co.jp

当協会の担当窓口

担当：次長  齋藤 陽一さん
〒299-0111
千葉県市原市姉崎736-1

担当者の齋藤さんからは、現在は様々な取引先に応じ、
加工機の設定を変更する必要があり、生産効率をいか
に維持するのかも困難だとも伺いましたし、その変更
の前後での正確性の検証も充分行っていることも伺い
ました。（刃物の交換等）

精度検証用のテスト加エピース （1日1回以上実施）

合板の加工ライン

柱の加工ライン

共に前述のとおり、少ない人数ながら効率よく作業
を行っていました。

（NG写真が多く結果的に掲載できる写真が少なくなりました。）

ドイツのフンデガー社製加工機（K�i）

この加工機は、汎用の加工機より加工スピードがや
や劣るとのこと。ただし、3次元特殊加工に対応できる。

工場内での加工機の稼働については、適材適所で加
工機を使い分けて生産効率の最適化を図る等、いろい
ろ工夫をしているそうです。

今回貴重な工場見学をさせていただき、大変参考に
なりました。ありがとうございました。

ちなみに私の事務所兼住宅の材料は、株式会社ひら
いさんからの調達品です。
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理事会報告
Board reports. Day.

令和7年度 10月（4回） / 12月（5回） / 令和8年2月（6回）

令和7年度 第4回 理事会議事録
開催日時：令和7年10月23日（木）14時30分～17時30分
開催場所：千葉市美術館　5階ワークショップルーム
出席理事：18名 欠席理事：2名/出席監事：2名 欠席監事：0名

〈審議事項〉
1）会員異動報告 正会員入会・賛助会員の入会承認の件
・冨沢総務委員長より正会員の入会が提案され、全会一致で
入会を承認
・正会員1名
〇 ワイクレスト（株）一級建築士事務所　塚原大樹（君津支部）
2）令和8年新春賀詞交歓会事業計画の承認の件
・冨沢総務委員長より提案説明され、賛成多数で承認
  開催日時：令和8年1月29日（木）17：00～19：30
  開催場所：京成ホテルミラマーレ
3）令和7年度第2回支部長会議について承認の件
・冨沢総務委員長より提案説明され、全会一致で承認
  開催日時：令和7年12月18日（木）15：30～17：00
  開催場所：千葉市美術館5階ワークショップルーム
4）コンプライアンス審議会の議員の選出について承認の件
・星野常務理事より提案説明され、コンプライアンス審議委員会
の規則第6条3項議員数4名以内とすることを賛成多数で承認し、
今回審議会議員を賛成多数で承認
  議員：横井外理事、及川理事、森理事の3名
5）相談調査委員会講習会について承認の件
・青山相談調査委員会担当副会長より提案説明され、HP会員
専用ページより動画による受講を全会一致で承認
6）令和7年度木造建築物等技術者講習会について承認の件
・藤原技術委員会担当副会長より本年度も千葉県から委託され、
委託費は541，200円で受託した旨の報告がなされた
7）千葉県建築物木材利用促進協定について承認の件
・藤原技術委員会担当副会長より提案説明され、千葉県森林課と
協定を結ぶことが全会一致で承認
8）第38回千葉県建築学生賞委員の派遣依頼について承認の件
・青山副会長より提案説明され、3名の派遣が全会一致で承認
  青山貴仁会員（松戸支部）、高梨修会員（千葉支部）
  田端友康会員（習志野支部）
9）正社員の採用について（佐俣優樹さん）承認の件
・村上事務局長より提案説明され、全会一致で承認
10）事務局職員の給与アップ（千葉県最賃抵触）について

承認の件
・佐久間会計理事より提案説明され、全会一致で承認
11）印西市空家対策協議会委員の推薦依頼（常任理事会

専決事項）
・村上事務局長より提案説明され、全会一致で承認
  小川陽之会員（印旛支部）
12）君津市空家等審議会委員の推薦依頼（常任理事会専

決事項）

・村上事務局長より提案説明され、全会一致で承認
  吉野寛会員（君津支部）

〈報告事項〉
1）会務報告
2）会員異動報告・正会員変更・退会者・休会復帰・賛助会
退会

3）常任理事会の運営について
4）各委員会・各支部活動報告（事業計画・報告・議事録）
5）泉川会員会費未納対応について
6）令和7年度建築士のための住宅紛争処理支援セミナー
の案内

7）令和7年度リフォーム推進協議会講習会等日程
8）第180回日事連関東甲信越ブロック協議会開催案内
9）第31回首都圏連絡会議開催案内
10）日事連サービス：業災・休業補償制度会員向けDM募
集開始について

11）賛助会まつり開催について

 令和7年度 第5回 理事会議事録
開催日時：令和7年12月18日（木）13時00分～15時00分
開催場所：千葉市美術館　5階ワークショップルーム
出席理事：17名 欠席理事：3名/出席監事：2名 欠席監事：0名

〈審議事項〉
1）会員異動報告 正会員入会・賛助会員の入会承認の件
・冨沢総務委員長より正会員及び賛助会員の入会者なしと報告
された
2）協会創立50周年記念事業について承認の件
・井桁会長より提案説明され、全会一致で承認
  記念式典・祝賀会、50周年記念入会キャンペーン、記念事業、
記念誌発行
3）会員証の更新及び会員名簿発行、広告募集について承認の件
・冨沢総務委員長、海老原広報委員長より報告がなされた
4）千葉県有名建築物見学会について承認の件
・中村事業委員長より提案説明され、全会一致で承認
  日時：令和8年2月4日
  見学場所：みどり子ども発達支援センター、AGC株式会社千葉工場
  定員：25名　参加費：2，000円
5）令和7年度木造建築物等技術講習会について承認の件
・山岡技術委員長より提案説明され、全会一致で承認
  開催日：令和8年2月3日
  開催場所：千葉市民会館　定員：50名
6）ホームぺージの改編について承認の件
・海老原広報委員長より審議の延期の申出
7）事務局内のパソコン及びサーバーの入れ替えについて
承認の件
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・冨沢総務委員長より提案説明され、全会一致で承認
8）役員保険加入について（常任理事会専決事項）承認の件
・井桁会長より提案説明され、審議により次回理事会にて採択

〈協議事項〉
1）支部長会議にブロック会議の提案について
・冨沢総務委員長より提案要請がなされた
2）支部長会議に令和7年度現金出納帳の提出について
・佐久間会計理事より提案要請がなされた
3）令和8年度事業計画（案）「総括」について
・村上事務局長より提案要請がなされた
4）令和8年度事業計画（案）「各委員会」について
・村上事務局長より提案要請がなされた
5）令和8年度収支予算（案）について
・佐久間会計理事より提案要請がなされた
6）令和8年度資金調達及び設備投資の見込み（案）について
・佐久間会計理事より予定なしの報告

〈報告事項〉
1）会務報告
2）会員異動報告・正会員変更・退会者・休会復帰・賛助会退会
3）各委員会・各支部活動報告（事業計画・報告・議事録）
4）令和8年新春賀詞交歓会
5）泉川会員会費未納対応について
6）千葉県との建築物木材利用促進協定締結申入書
7）佐倉まち歩きツアー＋セミナー
8）令和7年度建築士事務所キャンペーン実施結果
9）第31回首都圏連絡会議議事録
10）袖ヶ浦市木造住宅耐震改修技術講習会へ講師派遣依頼
11）千葉銀：当座貸越制度の新規取扱停止について
12）関係団体賀詞交歓会出席対応について
13）千葉市「空家等管理活用法人」申請募集について
14）協会ホームページの改修案について

令和7年度 第6回 理事会議事録
開催日時：令和8年2月19日（木）15時00分～17時00分
開催場所：建築会館　8階会議室
出席理事：19名 欠席理事：1名/出席監事：2名 欠席監事：0名

〈審議事項〉
1）会員異動報告 正会員入会・賛助会員の入会承認の件
・冨沢総務委員長より正会員の入会が提案され、全会一致で入会を承認
・正会員2名
〇 AozoraFirm一級建築士事務所　西川俊也（船橋支部）
〇 （株）ステム設計事務所　村上慶光（山武支部）
2）第54回定時総会の開催日及び事業計画について承認の件
・冨沢総務委員長より提案説明され、全会一致で承認
 開催日時：令和8年6月2日（火）
 開催場所：京成ホテルミラマーレ
3）令和8年度事業計画（案）（総括・骨子）承認の件
・井桁会長より提案説明され、全会一致で承認

4）令和8年度収支予算（案）承認の件
・佐久間会計理事より提案説明され、全会一致で承認
5）令和8年度資金調達及び設備投資の見込（案）承認の件
・佐久間会計理事より提案説明され、全会一致で承認
6）船橋・成田支部令和7年度現金出納帳支払のオーバー
について承認の件

・佐久間会計理事より提案説明され、超過分の支払いは行われ
ないことで全会一致で承認
7）創立50周年記念事業の概要について承認の件
・大木副会長より提案説明され、全会一致で承認
  記念式典、祝賀会
  開催日時：令和9年2月2日（火）13:00～19:30
  開催場所：京成ホテルミラマーレ
  ほか、50周年記念入会キャンペーン、記念事業、記念誌発行
8）令和8年度法定講習の運営について承認の件
・中村事業委員長より提案説明され、全会一致で承認
9）千葉市立海浜幕張病院見学会開催について承認の件
・中村事業委員長より提案説明がされ、全会一致で承認
  開催日：4月10日（金） 50周年記念事業とする
10）入会のご案内パンフレット作成について承認の件
・海老原広報委員長より提案説明され、全会一致で承認
11）建築相談HPの改修について承認の件
・海老原広報委員長より提案説明され、全会一致で承認
12）（株）テクトサービスとの「専門家相談サービス」業務

委託契約について承認の件
・井桁会長より提案説明され、全会一致で承認
13）正社員採用について（佐藤 美由樹さん）承認の件
・井桁会長より提案説明され、全会一致で承認
14）千葉県建築士審査会委員の推薦承認の件
・村上事務局長より提案説明され、全会一致で承認
  海老原智子会員（東葛支部）
15）ちば安心住宅リフォーム推進協議会役員候補の推薦

について承認の件
・村上事務局長より提案説明され、全会一致で承認
 会長に事務所協会の井桁会長、副会長に建築士会の久富会
長を推薦
16）松戸市市街化調整区開発指定審査会委員の推薦承認の件
・村上事務局長より提案説明され、全会一致で承認
 鈴木泰久会員（松戸支部）

〈報告事項〉
1）会務報告
2）業務執行理事業務報告（令和7年8月～令和8年1月）
3）会員異動報告・正会員変更・退会者・休会復帰・賛助会退会
4）各委員会・各支部活動報告（事業計画・報告・議事録）
5）コンプライアンス審議会開催案内
6）第38回千葉県学生賞負担金について
7）令和8年度秋の叙勲・褒章候補者推薦について
8）山武市「空家の手引き」に事務所協会の掲載について
9）日事連：令和8年度建築賞作品の募集について
10）日事連：全国WEB女性交流会の開催
11）第182回日事連関東甲信越ブロック協議会開催案内
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第8回 賛助会まつりに参加して 報告：橋本 修一
広報委員会

令和7年11月5日（水）に、賛助会まつりが千葉市生涯学
習センターにて行われました。今回は、賛助会祭りに先立
ち、第一部として、生成AIと建築士の未来と題したセミ
ナーが行われました。講師は、中村寿男氏（千葉県建築士
会会員）に依頼致しました。中村氏は、建築士会広報委員
として、AIを使った表紙の作製しています。既に数号の作
製をされていますので、既ににご存じの会員もいらっしゃる
でしょう。セミナーの参加者は27名でした。皆さんはAIを
使いこなすための要点を聞き逃すまいと真剣なまなざしで、

聞き入っていました。この後、第二部として、恒例の賛助会ま
つりが、開催されました。さて、今回の賛助会参加企業は18
社、参加者は37名でした。各社のブースを拝見していきま
しょう。
また当日は、各社間のスタンプラリーも催されていました。

豪華賞品もあったそうです。来年、ぜひ参加したいと考えて
います。今年参加された会員の皆さんや参加出来なかった
会員の皆さんも、ぜひともまた参加して見てください。

工研基礎（株） （株）日本トリム アイジー工業（株）

フクビ化学工業（株） （株）ミツウロコヴェッセル 積水ホームテクノ（株）

吉野石膏（株）千葉営業所 カネカソーラー販売（株） 工研基礎（株）

カネマル工業（株） ソニー生命保険（株） エスケー化研（株）千葉支店

福井コンピュータアーキテクト（株） （株）辻板金工業所 ニチハ（株）

講義の模様 （株）建築構造センター千葉事務所
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建築士法の規定により、建築士事務所に所属する一級建築士、二級建築士又は木造建築士は、3年毎に国土交通大臣の
登録を受けた登録講習機関が行う、一級建築士定期講習、二級建築士定期講習又は木造建築士定期講習（以下「建築士
定期講習」）を受講することが義務付けられています。

一級・二級・木造建築士定期講習 受講のご案内令和8年度

■ 受講申込受付について

受講
対象者

建築士事務所に所属している建築士で令和5年度（2023．4．1～2024．3．31）に建築士定期講習を受講した方。
令和5年度以前に建築士試験に合格し、建築士定期講習を修了していない方は令和8年度（2026．4．1～
2027．3．31）が受講となりますのでご注意下さい。（前回受講番号「223E－の方」）

講習日 講習会場 受付期間 会場コード 募集人員

■  令和8年度一級・二級・木造建築士定期講習対面講習日程

１．講習は、テキストを使用したDVDによる講義（5時間）と修了考査（1時間）の構成により実施いたします。
２．講義の一部でも欠席した場合は、修了考査を受けることが出来ません。

令和8年6月26日（金）

令和8年8月21日（金）

令和8年10月16日（金）

令和8年12月4日（金）

令和9年2月12日（金）

令和9年3月12日（金）

千葉市民会館特別会議室２

千葉市民会館特別会議室２

千葉市民会館特別会議室２

千葉市民会館特別会議室２

千葉市民会館特別会議室２

千葉市民会館特別会議室２

2月24日(火)～5月29日(金)

2月24日(火)～7月31日(金)

2月24日(火)～9月30日(水)

2月24日(火)～11月27日(金)

2月24日(火)～2月5日(金)

3月9日(月)～3月5日(金)

2E－51

2E－52

2E－53

2E－54

2E－55

2E－56

40名

40名

40名

40名

40名

40名

※返信用封筒は、ご自身の宛先を明記し110円の切手を貼付していただくようお願いします。
※記入済みの申込書は公益財団法人建築技術教育普及センターへ郵送してください。

※修了結果は(公財)建築技術教育普及センターのマイページで確認できます。 
※オンライン申込みの受講者は修了結果の公表日(講習実施日の翌月末営業日)にマイページから修了証・未修了通知をダウンロード・
印刷できます。 紙でお申込みされた方には、修了証・未修了通知をセンターから発送します。

■  受講手数料 12,980円（消費税、テキスト代を含む） 

令和８年度より申込先が公益財団法人建築技術教育普及センターに変わりました。
公益社団法人千葉県建築士事務所協会事務局では受講申込受付ができませんのでご注意下さい。

令和６年度より、建築士定期講習のお申込みは原則、オンラインでのお申込みとなりました。
公益財団法人建築技術教育普及センターHP　https://www.jaeic.or.jp/koshu/teiki/

● 紙で申込みされる場合に必要な書類

● 郵送先

① 受講申込書　https://www.jaeic.or.jp/koshu/teiki/off-summary.html
② 所有している建築士免許証（カード・賞状型どちらでも可）の写し（コピー）
　※建築士免許証等を再交付手続き期間中の場合は、申請した建築士会から発行される証明書を提出してください。
③ 顔写真1枚 縦4㎝×横3㎝（無帽・無背景・正面3分身の証明写真・6ヵ月以内に写したもの）
④ 振替払込請求書兼受領証（受講手数料の領収書）の写し（コピー）
⑤ 申込書及び受講用の返信用封筒（詳細は、各団体にご確認ください）

公益財団法人建築技術教育普及センター　
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町３-６ 紀尾井町パークビル3F　TEL：050-3645-2717
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C h i b a  A s s o c i a t i o n  O f  A r c h i t e c t u a l  F i r m s

会員の動静公益社団法人 千葉県建築士事務所協会 令和7年11月 ～ 令和8年4月

入会
正会員

社4Regular member

1．ワイクレスト（株）一級建築士事務所（君津支部）
2．AozoraFirm一級建築士事務所（船橋支部）
3．（株）ステム設計事務所（山武支部）
4．（有）藤川設計（市川浦安支部）

社3退会
賛助会

Supporting member

１．（株）JFDアドバンスサーベイ
２．常盤基礎地質（株）
３．丸大食品（株）首都圏特販課

１．（有）野路工業
入会

社1賛助会
Supporting member

1．業務指針
　建築士事務所の業務指針の頒布。

2．官公庁速報
　諸官公庁の通達や指導指針、等の速報。

3．行政との交流
　行政や建築関連各分野に対する要望・意見・質問等を通じて
発表あるいは質問をし、会各支部が行う行政懇談会に直接出
席し、日頃抱いている意見を自由に述べることが出来ます。

4．各種講習会参加
　経営・業務・技術・法令などに関する多種多様の研修会、セミ
ナー、講習会に参加することが出来ます。また、建築物、工場な
どの各種見学会に参加し、知見を深め、視野を広げることが出
来ます。

5．建築士事務所同士の交流
　建築士事務所の全国大会に参加したり（協会より参加費の補
助あり）、協会、又は、支部の各種会合の懇談会などに出席し
て、建築士事務所同士の交友の輪を広げることが出来ます。

6．会員証と会員バッチ
　会員証・会員バッチの配付。

7．協会主催講習会への優先案内と割引
　協会の各種講習会の優先案内及び受講料の割引き。

8．業務書式等の割引
　各種書式・書類等業務書式の割引き頒布。

9．会誌「日事連」と会員名簿
　建築士事務所運営に必要な情報を載せた連合会紙「日事連」
が月一回配布され、本会広報誌「かすがい」も定期的に配布さ
れます。また、2年毎に発行される会員名簿は官公庁関係機関
にも配布されます。

10．インターネットHP、メンバーズルームの利用
　専用掲示板の利用（入会後パスワード配布）。

11．会員限定割引制度

UDI確認審査（株） / （株）建築資料研究社 日建学院 /
（株）総合資格

会員の特典

1．大谷一級建築士事務所
2．東洋エンジニアリング（株）一級建築士事務所
3．泉川建築事務所
4．（有）越川材木店 一級建築士事務所
5．マルコシ設計 一級建築士事務所
6．坪井建設（株）一級建築士事務所
7．アフリスペック一級建築士事務所
8．カラシマ一級建築士事務所
9．三佐崎建築設計事務所

退会
正会員

社17Regular member

10．森真理恵設計室
11．サカキ建築設計事務所
12．リブ設計 一級建築士事務所
13．名雪設計
14．（有）美建設計
15．（株）グッドユース一級建築士事務所
16．（株）網中建築設計事務所
17．（株）東総設計
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事務局だより
公益社団法人 千葉県建築士事務所協会　

1

2

かすがい 165号（2026年6月）
編集長 石黒　俊行
【広報委員会】

広報担当副会長 青山　貴仁
委員長 海老原智子
副委員長 山田　淳一
委員 橋本　修一
委員 小原　正博
委員 石黒　俊行
委員 幕田　圭一
編集協力 （株）みつわ 企画制作課  松尾　和仁
【発行所】

公益社団法人 千葉県建築士事務所協会

〒260-0012
千葉県千葉市中央区本町2－1－16
千葉本町第一生命ビル2階

TEL 043-224-1640 / 043-205-4731
FAX 043-225-2066

https：//www.chiba-jk.or.jp/

本号は建築作品を多く掲載した構成となりました。
表紙を飾る「Bring  up みどり子ども発達センター」は令和6年度の千葉県建築文化
賞入賞作品です。児童発達支援施設ですが、中庭のある和風の木造住宅のような温か
さと居心地のよさを感じさせる施設として魅力的建築に昇華させた設計者の力量を感
じさせる作品です。
第32回千葉県建築文化賞は大学、医院、店舗、共同住宅、戸建住宅による建築作品ですが、

いずれも木の温かみを表現した作品が多く、見学会があれば訪れてみたい建築です。
第48回千葉県建築学生賞受賞の審査の様子がユーチューブによる動画で拝見できます。
大きな模型を作成して設計趣旨を説明する将来、建築家になるであろう学生達が頼も
しく感じられます。
「建築ディテール見て歩き」で紹介された滋賀県甲賀市の辺境の山地に立地する著名
な建築家I・M・ペイ設計の「MIHOミュージアム」は「自然と建物の美術品」「伝統と現代」
「東洋と西洋」の融合をテーマで設計されました。山の地形に対応したトンネルと橋によ
るドラマチックなアプローチ、自然光を活用した様々な設え、容積の80％以上が地中に
埋設等、機会があれば訪れて空間体験をしてみたい魅力的な建築です　   　 （石黒 俊行）

編  集  後  記
No.165June  2026

 千葉支部 　 千葉市
 東葛支部 　 柏市・流山市・野田市・我孫子市
 松戸支部 　 松戸市・鎌ヶ谷市
 船橋支部 　 船橋市
 習志野支部  習志野市
 八千代支部  八千代市
 印旛支部 　 佐倉市・四街道市・印西市・八街市・白井市・酒々井町・栄町
 成田支部 　  成田市・多古町・芝山町・富里市・香取市・神崎町
 東総支部 　 銚子市・旭市・匝瑳市・東庄町
 山武支部 　  東金市・横芝光町・山武市・九十九里町・大網白里市
 長生夷隅支部 　 茂原市・一宮町・睦沢町・長生村・白子町・長柄町・長南町・勝浦市・大多喜町・御宿町・いすみ市
 君津支部 　 木更津市・君津市・富津市・袖ヶ浦市・市原市
 安房支部 　 鴨川市・館山市・鋸南町・南房総市
 市川・浦安支部 　 市川市・浦安市

会員数 エリア

賛助会 76

■ 支部会員数 …… 全体：303社
支部名

42
40
25
35
17
10
14
28
10
10
14
20
19
19

　建築士事務所登録手数料変更のお知らせ
　新規、更新手数料について、令和7年4月1日受付分より一級建築士事務所が22，000円、
　二級・木造建築士事務所が20，000円になりました。
　更新の申請は、登録満了日の2ヶ月前から受付をしております。

　設計等の業務に関する報告書（建築士法第23条の6）の受付について
　公益社団法人千葉県建築士事務所協会においても、業務報告の受付ができます。
　業務報告の義務化については、平成19年6月20日の建築士法の改正により、建築士事務所の開設者は事業年度ごとに、
業務の実績の概要等を記載した設計等の業務に関する報告書を作成し、毎事業年度経過後3ヶ月以内に知事に提出するこ
とが、義務付けとなっています。
　報告すべき時期は事業年度の開始時期により異なります。法人事務所の場合は、定款等により定めている事業年度（決算
月）により報告を行います。事業年度の時期を決定していない個人事務所の場合は、適宜に事業年度の時期を定め、それに
従って毎年度ごとに報告を行います。
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